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１．はじめに

佐藤（２００８）、佐藤（２００９）に引き続き、虻田町（現洞爺湖町）遠島タネランケ氏の残された音

声資料を分析する。今回は、佐藤（２００９）で扱った英雄叙事詩の後半部分を扱う（北海道開拓記念

館蔵更科源蔵氏録音テープ、テープ番号８９７３６、８９７３７による）（１）。

２．英雄叙事詩テキストにみられる虻田方言の言語的特徴

以下では、音声的特徴、文法的特徴、語彙的特徴について、今回のテキストに関して注目すべき

点を簡潔に述べる。
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�１ 資料の発表を許可して下さった遠島タネランケ氏のご遺族、資料所蔵者の北海道開拓記念館に深く感謝申し上

げるとともに、貴重な録音を残して下さった更科源蔵先生に、深い敬意と感謝を捧げたい。
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２．１．音声的特徴

佐藤（２００８：２）、佐藤（２００９：２）でも述べたように、／su／は非常にしばしば［�u］のよう

に発音されている。類似の例としては、／so／が［�o］と発音されている例もいくつか見られる。

すなわち、somo（２２、１４１）（２）、isoytak（２８、４８）、koysoytak（１０３）である。例が多くないので、

確実なものではもちろんないが、［�o］が現れるのは一部の形式に限られているようにも見える。

また、sa に関しては［�a］のような発音の例はこれまでのところ得られていない。u や o の前

で［�］が現れやすいようにみえる理由はなにか、今後も検討を続けたい。

２．２．文法的特徴

siri の興味深い用法について：

今回のテキストを分析したところ、虻田方言に関してこれまで気が付かなかった興味深い例のあ

ることに気付いた。すなわち、次のような例である。

�１ epunkine wa okay siri a−nukar kor（４６０）

見守る て いる 有様 私が−見る ながら

「見守っている有様を私は見ながら」

類例としては、佐藤（２００８：３２）の例が挙げられる。

�２ kamyasi patek cip sikte okay siri a−nukar ciki

化け物 ばかり 舟 一杯 いる 有様 私が−見る と

「化け物ばかりが舟一杯にいる有様を私が見ると」

同様な例を、千歳方言で探してみたが、これまでのところ見つけることができない。同様な文脈

を探してみると、代わりに以下のような例が得られた（３）。

�３ kamuy maratto a−hopunpare wa oka ruwe a−nukar kor

クマ 頭骨 受け身−送る て いる 事 私が−見る ながら

「クマの頭骨が（神の国に魂を）送られているのを私は見ながら」

�４ toonta hunna ka oka ruwe ku−nukar

あそこに 誰 か いる 事 私が−見る

「あそこに誰かいるのを私は見た」

�２ 本文における行数を（ ）に入れて示す。

�３ 千歳方言の資料は白沢ナベ氏の御教示による。お名前を記し、深く感謝申し上げる。
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すなわち、虻田方言と千歳方言とでは、siri の用法について違いが見られる。上の例から明らか

なように、虻田方言においては、siri はその前に wa okay「ている」で示されるような「結果状態」

（この場合は「見守っている」）、あるいは、okay「いる」のような現在の状態を意味する表現を取

ることができる。しかしながら、千歳方言では、同様な場合、siri「有様」は用いられず、代わり

に ruwe「事」が用いられる、ということになる。既に述べたように、千歳方言においては、siri

の前に「結果状態」あるいは「現在の状態」を意味する表現が来ている例はこれまでのところ見出

されていない。両方言におけるこのような siri の用法をどのように記述すべきか、現段階では確

実なことが言える状況にないが、可能性としては、千歳方言においては siri に関しては「動作の

継続性、未完了性」という特徴が重要であるが、虻田方言においては siri に関して「動作の継続

性、未完了性」は第一義的な重要性を持たず、むしろ「眼前性（眼前で視覚的にとらえられる事態）」

のような特徴が重要である可能性がある。つまり、進行中の動作でなくとも、眼前に展開する光景

であれば siri の使用が可能、ということであろうか。なお、千歳方言では、たとえ眼前の光景で

あっても、未完了の動作でなければ siri は使われない（次例を参照）。

�５ kamuysirpirka an ruwe ne wa

晴天 ある 事 である よ

「晴天なんだよ」

千歳方言の siri は次のように動作の継続、未完了の事態とともに用いられる。

�６ wakka ku−ku kor k−an siri ne wa

水 私が−飲む つつ 私が−いる 有様 である よ

「私は水を飲んでいるんだよ」

もっとも、千歳方言の siri の用法については、考えなければならないことがまだまだある。た

とえば、次のような例の意味は非常に問題である。

�７ e−cepkoyki siri?

お前が−魚を捕る 有様

「お前が魚を捕りに行くところなの？」

例文�７の意味は、話者の説明によれば、「捕りに行くところ」という意味であって、現に今魚を

捕りつつある、という意味ではないようである。したがって、継続も広い意味では未完了の中に含

めて考えることができるので、千歳方言の siri の特徴として重要なのは、より厳密には「未完了

性」ということである可能性がある。
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なお、千歳方言においても、sir「有様、様子」（所属形 siri）を含む表現のすべてが、アスペク

トに関して同様な制約を持つわけではない、という点も注意される。先に述べたように、千歳方言

においては siri は未完了の動作に関して用いられるのが普通であるが、sir を含む siran という形

式を用いた表現では、このような制約がないようである。

まず、siran は継続中の動作に関して用いられる。

�８ apto ruy kor siran

雨 降る つつ 様子だ

「雨が降っているようだ」

他方、次のように状態に関しても用いられる。

�９ tokap anakne arikinne sirpirka wa

昼間 は とても 天気がよい て

siran ma oro wa， sirkunne yakun

様子だ て それ から 暗くなる ば

suy ruyanpe an nankor．

また 嵐 になる だろう

「昼間はとても天気がよいようで、その後、暗くなるとまた嵐になるだろう。」

次の例は、広義の結果状態に関して用いられた例である。

�１０ nep ka ahun a ruwe ne noyne siran

何 か 入る た 事 である ように 様子だ

「誰かが家の中に入ったのであるらしい」

これらの例から、siran は視覚に基づく推測を意味する形式と考えられ、この場合、必ずしも未

完了の形式と共起するという制約はないようである。

以上から言えることは、千歳方言においては、同じく sir（i）を用いた表現に関して、未完了に

関わるアスペクト的な特徴を重視する表現（siri）と、「視覚に基づく推測」のような、広義のモダ

リテイ的特徴を重視する表現（siran）の分化が見られる、ということになるだろう。虻田方言に関

しては、siri の文法的特徴が千歳方言におけるようなアスペクトによって規定されるものというよ

りもむしろ「視覚性」のようなモダリテイ的特徴に傾斜したものである可能性があるわけであるが、

他の関連する表現との関係が今後問題となるだろう。

虻田方言については例が少ないので、決定的なことが言える段階にないが、アイヌ語のアスペク
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ト、ムードを考察する上で、非常に興味深い問題を提起するものと言えよう。今後も検討を重ねた

い。

somo の抱合について：

既に佐藤（２００８：３）、佐藤（２００９：９）で、否定副詞 somo が動詞に抱合（合成）される例が

現れることが指摘されている。今回のテキストにおいても、確実な例としては、somoki（２２、１１７、

６６８）の三例が得られている。このような現象の位置付け（抱合を行わない場合との差異、あるい

は虻田方言にこのような抱合の現れる理由）について、今後も検討を重ねたい。

２．３．語彙的特徴

佐藤（２００９：９）でも触れたが、今回分析したテキストにおいても一人称代名詞に二つの形が現

れる。aokay（７４、１０５、１１７）、anokay（２００）である。これまで分析したテキストにおける割合は、

aokay が１１例、anokay ４例である。これだけでは無論、確定的なことが言える状況にないが、出

現状況からみて、この方言では aokay がもともとの形式で、anokay は他方言からの借用である可

能性があると言えよう。

今回のテキストで注目されるのは、これまで複数形しか例がなかった「外に出る」という動詞の

単数形 soyone （１１１）（複数形は soyonpa（１１８、１２１））の例が得られたことである（４）。服部（１９６４：

６４）によって、諸方言における方言差を簡潔に示すと以下のようである。

soyonne（単数）、soyonpa（複数）八雲方言

soyne 幌別方言、名寄方言

soyne（単数）、soyonpa ~ soyenpa（複数）沙流方言

なお、千歳方言は soyne（単数）、soyenpa（複数）である。

「形の類似」という観点からみれば、このテキストに現れる虻田方言は、八雲方言と類似を示し

ている。幌別方言の形式を考慮すれば、虻田方言は八雲方言とより親近性を持つ可能性が高く、し

たがって、虻田方言と幌別方言との間に、比較的程度の大きな方言的境界がある可能性を示唆する

ものと言える。

３．英雄叙事詩テキスト

佐藤（２００９）で文字化した英雄叙事詩の続きの部分を以下に示す。言うまでもないが、筆者の能

�４ もっとも、古い録音によるものなので、語形については細部の正確さを期し難い。この場合も、soyonne のよ

うな形式に該当するものである可能性がないわけではない。今後の課題としたい。
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力不足による誤り、思い違いも多数あると思われる。識者の御教示をお待ちする次第である。以下

のテキストから明らかなように、不明個所が非常に多く、力不足を自覚せざるを得ず、内容につい

てもコメントする資格がないことを痛感する。しかしながら、aputa kotan「虻田コタン？」という

実在の地名が出て来る点、円空仏（！）と思われる「観音様」が登場するなど、アイヌ口承文芸と

してはかなり特異な内容ではないかと思われる。アイヌ語資料としてのみならず、アイヌ文学、口

承文芸研究の資料としても貴重なものであろう。

３．１．英雄叙事詩テキスト本文

実際の音声は、大きく三つの部分に分けて録音されている。すなわち「テープ番号８９７３６」に収

録された二つの部分（それぞれ、１６分と１５分５４秒）、「テープ番号８９７３７」（関連部分は８分１７秒）に

録音されたものである（ただし、８９７３７については関連部分のみをテキスト化した）。以下のテキス

トはそれらを単純に合成して一つのテキストとし、通し番号を付けたものである。一つの録音音声

によるテキストではないため、厳密に考えるとそれぞれの境界部分がそのまま欠落部分無しに完全

に接合する、という保証はないと思われるが、索引作成上および注記上の便宜のため、あえて一つ

のテキストにまとめたことをお断りしておく。ただし、録音が中断している個所については注で明

確に示してあるので参照されたい（それぞれの録音に対応する行数を示せば、それぞれ１−２６１、２６２

−５３６、５３７−６８０となる）。

１：aynu

人間

２：eci−ne yakka

でお前たちはあっても

３：arke kamuy

半分、神

４：sasini tapne

神の子孫でこそ

５：eci−ne kusu

お前たちはあるので

６：e−yuptonoke

お前の兄が

７：i−par osuke

私を養うことを

８：e−ki kuni

お前がするように

９：a−euhetcere

？

１０：ki

する

１１：oka−an

私はいた。

１２：tanpe kusu

それだから

１３：tanto oro ta

今日

１４：e−rura ki wa

お前を運んで

１５：e−ek ki na

お前が来た。

１６：teewano

これから

１７：i−par osuke

私を養うことを

１８：e−ki kusu ne na

お前はするのだぞ
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１９：perosi

？

２０：uweraman ma

理解しあって

２１：nep yaykatanu

何の遠慮も

２２：e−somoki no

お前はしないで

２３：a−uncise ta

私の家に

２４：e−an kusu ne

お前はいるのだぞ

２５：arino ta suy

と

２６：kamuy ne an pe

神である者が

２７：i−kotukitarara

私に杯をかかげた

２８：isoytak ki na

物語った

２９：a−koonkami wa

私は礼拝をして

３０：ne wa an tuki

その杯

３１：a−uyna ki wa

を私は取って

３２：a−rikuruke

私は上へ上げ

３３：a−rauruke

私は下へ下げ

３４：a−koonkami

私は礼拝した

３５：oro wa

そして

３６：a−ku ki wa

私は飲んで

３７：inkar−an ko

私が見ると

３８：usayne kane

なんとまあ

３９：yaykoan kamuy

一人身の神が

４０：ko ney ta ta suy

どこで

４１：u kar sake

作った酒

４２：ene pirka hi

がこんなに良いもの

４３：nakoyankasu

？

４４：a−yuptonoke

私の兄

４５：sine tuki ku wa

は一杯飲んで

４６：toykoihoski

ひどく酔った

４７：a−okunure

私はあきれた

４８：wa kusu isoytak−an hawe tap an

それだから、私は物語っているのだ

（音声中断）

４９：wa an tuki

…杯

５０：a−uk oro wa

を私は取ってから

５１：a−koonkami

私は礼拝した

５２：oro wano

そして

５３：a−epunkine kusu

私は見守るために

５４：paye−an

私は行った

５５：kamuy cise ne kusu

神の家であるから
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５６：oro a−epunkine

そこを私は見守った

５７：okay−an oro wa

私はいて

５８：a−yupi nakka

私の兄も

５９：i ne wa an pe

そのこと

６０：eraman ki kor

を知って

６１：uni, a−uni un

私の家へ

６２：hosipi ki kor

戻って

６３：kamuy ne an pe

神である者

６４：a−yupihi

私の兄が

６５：ihoski ruwe

酔っているの

６６：nukar pe ne kusu

を見たものだから

６７：i−rura ki wa

私を運んで

６８：u paye oro wa

行ってから

６９：a−yupihi unihi

私の兄の家

７０：epa ciki

に着くと

７１：kamuy ne an pe

神である者

７２：hosippa wa

が戻って

７３：u arki oro wa

来てから

７４：aokay anak

私は

７５：konto

今度

７６：kamuy ne an pe

神である者が

７７：usarke ta

下座に

７８：osisoun

右座に

７９：a menoko

座る女で

８０：a−ne kusu

私はあるので

８１：kamuy ne an pe

神である者が

８２：a−nankurkasi

私の顔の上

８３：ehorari ya

にいる

８４：kamuy ne an pe

神である者

８５：nankurkasi

の顔の上

８６：ehorari

にいる

８７：okay−an ciki

私がいると

８８：i oro wano

そして

８９：kamuy ne an pe

神である者

９０：ene itak i

がこう言った

９１：teewano anak

これからは

９２：yaymosak kuni p

忙しくなる者

９３：a−ne kusu

で私はあるから
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９４：ciotta kayki

家にも（？）

９５：okay−an

私がいること

９６：siroma ka

落ち着くことも

９７：a−ki ka eaykap

私はすることができない

９８：pirka siruye

よい留守番

９９：e−ki kusutap

をお前がすべき

１００：ne nankon na

であるだろうよ

１０１：arino an pe

という事を

１０２：kamuy ne an pe

神である者

１０３：i−koysoytak

が私に物語った

１０４：u ki oro wa

そうしてそれから

１０５：aokay anak

私は

１０６：menoko a−ne kusu

女であるから

１０７：itak kurka

言う上

１０８：a−eonkami

に私は礼拝した

１０９：oro wa tapne

それからはじめて

１１０：kamuy ne an pe

神である者

１１１：soyone iki ko

は外に出ると

１１２：ari an koraci

そうである通りに

１１３：i kunne hene

夜も

１１４：ouse humi

ひたすら音

１１５：monrayke humihi

働く音を

１１６：a−nu koraci

私が聞いた通り

１１７：pakno ne ko,aokay anak menoko anak suy itak

ka a−somoki

そこまでであると、私は女はまた話すことが

できない

１１８：soyonpa−an oro wa

私は外へ出てそれから

１１９：kotan kar kamuy

国造りの神

１２０：a−ne akusu

で私はあるので

１２１：soyonpa−an oro wano

私は外へ出てそれから

１２２：kunne cup kamuy

月は

１２３：menoko ne kusu

女であるから

１２４：kunne kosonte

黒い小袖

１２５：i kunne urar

黒い霧を

１２６：a−kohekarire

私はまとわせた（？）

１２７：tokap cup kamuy

太陽は

１２８：okkayo ne kusu

男であるから

１２９：retar kosonte

白い小袖

１３０：a−ehokarire

を私はまとわせた（？）
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１３１：retar urar

白い霧

１３２：koneru pakno

どこまでも（？）

１３３：oman yakkayki

行っても

１３４：u retar urar

白い霧

１３５：u retar ruyka

白い橋

１３６：kurkasike

の上

１３７：kus kunine

を通るように

１３８：a−hokarire

私は装わせた（？）

１３９：iki−an ine

私はそうして

１４０：poyyaunpe

ポイヤウンベ

１４１：a−somoanu ne

を私は…

１４２：ikusu

？

１４３：poyyaunpe nakka

ポイヤウンベも

１４４：matkor wa

妻を持って

１４５：somo aynu ne

人間ではない（？）

１４６：aynu ne ka

人間である

１４７：u katu

有様

１４８：somo a−kan no

を私はしないで

１４９：kamuy ne kusu

神であるので

１５０：kamuy ekay cis

神の岩

１５１：ekay cis ka ta

岩の上に

１５２：konkani cise

金の家

１５３：konkani casi

金の砦

１５４：a−kar ki wa

を私は作って

１５５：oro ta

そこで

１５６：upsorkasi

中

１５７：esapane na

を治めた

１５８：i oro wano

それから

１５９：toontayus wa

…して

１６０：suma hene

石でも

１６１：ekay cis hene

岩崖でも

１６２：cikuni ne yakka

木でも

１６３：a−rekore katu

私が名付けた事情

１６４：a−eramante

を私は知らせた

１６５：usa mun hene

色々な草でも

１６６：surku ne ciki

毒であれば

１６７：surku ne kuni

毒であると

１６８：aynu hene

人間にでも
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１６９：a−epakasnu

私は教えた

１７０：u ki oro wa

そうしてそれから

１７１：oro wa ta suy

それからまた

１７２：onne pakno

老いるまで

１７３：cise upsorkasi

家の中

１７４：a−ehorari

に私はいた

１７５：okay−an wa

私がいて

１７６：siruwante−an ko

私が見回すと

１７７：repunkur kamuy

沖の人の神が

１７８：heru kamuy ne

神様同士で

１７９：heru kamuy ne kusu

神様同士であるから

１８０：korci wa

持って

１８１：okay yakkayki

いても

１８２：tukikor−an ko

私は杯を持って

１８３：ae, a−enomi ya

私は祈った

１８４：repunkur nakka

沖の人も

１８５：tukiani ko

杯を持つと

１８６：i−kotarara kor

私に捧げつつ

１８７：okay−an ine

私たちはいて

１８８：poyyaunpe

ポイヤウンベ

１８９：pokor ki wa

は子供を持って

１９０：i ne poho

その子供は

１９１：okkayo ne kusu

男であるので

１９２：cupkaunkur

チュプカウンクル

１９３：a−rekore

と私は名付けた

１９４：aputa kotan

虻田の村

１９５：aputa mosir

虻田の国

１９６：a−koranke

に私は降ろした

１９７：cupkaunkur

チュプカウンクル

１９８：kotan esapane

が村を治めた

１９９：oro wa ta suy

それからまた

２００：anokay utar nakka

私たちも

２０１：okkay ne po hene

男の子でも

２０２：menokopo hene

女の子でも

２０３：a−korci ki wa

私たちは持って

２０４：okay−an ruwe ne awa

私たちはいたのであったが

２０５：sineanpa ta

ある年

２０６：ene iki−an ani

私たちがしたことはこうだった
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２０７：inkar−an katu

私が見る有様

２０８：a−oyamokte ki wa

を私は不審に思って

２０９：repunkur mosir

沖の人の国

２１０：repunkur kotan

沖の人の村

２１１：kurkasike

の上

２１２：a−uwanpare awa

を私が見回すと

２１３：repunkur utar

沖の人たち

２１４：heru ukoyki

が互いに争った

２１５：heru ikusa

互いに軍

２１６：ukosapte na

を出し合った

２１７：ene ikici

どうしているのか

２１８：a−nukanrusuy kusu

を私は見たいので

２１９：inkar−an wa

私が見て

２２０：okay−an awa

いると

２２１：aputa kotan wa

虻田コタンから

２２２：cupkaunkur

チュプカウンクルが

２２３：okkayo ne wa

男であるので

２２４：inea tumi kosan a

その軍勢が下がった

２２５：cupkaunkur

チュプカウンクルは

２２６：sinen ne kusu

一人であるので

２２７：repunkur anak

沖の人は

２２８：katpe ne kusu

大勢であるので（？）

２２９：tu pa ne ya

二年か

２３０：re pa ne usi ta

三年で

２３１：cupkaunkur

チュプカウンクルは

２３２：a−rayke wa

殺されて

２３３：isam kusu

しまったので

２３４：iruska−an wa

私は怒って

２３５：poyyaunpe oro wa

ポイヤウンベから

２３６：tapne ne kusu

こういうわけであるから

２３７：kotan esapane p un

村を治める者

２３８：a−potuye awa

私の息子が切られて（？）

２３９：a−rayke wa

殺されて

２４０：isam ko anakne

しまったならば

２４１：kotan hepuni

村が栄える

２４２：somo ki nankor

こともないだろう

２４３：nekona take

どうにかして

２４４：kotan kar kamuy

国造りの神
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２４５：eneaciki

？

２４６：i−ka opas hene

私を救いにでも

２４７：ki kici ki wa

して

２４８：i−korpare yan

ください

２４９：arino ta suy

と

２５０：poyyaunpe

ポイヤウンベ

２５１：hotuye hawe

が叫ぶ声

２５２：a−nuci ki ko

を私が聞くと

２５３：wen kinra ne

激怒が

２５４：i−kohetari

私に湧き起こった

２５５：oro wa

それから

２５６：pirka sipini

立派な仕度

２５７：tumi sipini

戦の仕度

２５８：a−kici kane

を私はして

２５９：paye−an ayne

私は行くと

２６０：repunkur nupuri

沖の人の山

２６１：nupuri ka ta

山の上に （録音中断）

２６２：pon nupuri

小さな山

２６３：kasike ta

その上に

２６４：paye−an ki wa

私は行って

２６５：repunkur utar

沖の人たち

２６６：na okay

がまだいた

２６７：wen kewtum kor kusu

悪い心を持っているので

２６８：yaunkur oro wa

本土の人から

２６９：somo iyepekici

…しない

２７０：oro wa

それから

２７１：aputa kotan

虻田の村

２７２：poyyaunpe

ポイヤウンベ

２７３：ciruskane ki ko

…すると

２７４：nekona

どのように

２７５：eci−kotanu

お前たちの村

２７６：eci−mosiri

お前たちの国

２７７：poro yakkayki

が大きくても

２７８：poyyaunpe

ポイヤウンベ

２７９：iruska ki wa

が怒って

２８０：tero epakoanakne

？

２８１：somo siknu

助からない

２８２：kamuy parkesne

神…
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２８３：eci−kar−an kuski na

私がお前たちをするぞ

２８４：eraman ki yani

わかりなさい（？）

２８５：cupkaunkur kewetahawe

チュプカウンクル…

２８６：eci−kar somoki ko anakne

お前たちがしないならば

２８７：tane

いまや

２８８：isokootta

？

２８９：poyyaunpe

ポイヤウンベ

２９０：iruska ki wa

が怒って

２９１：ek ki ko anakne

来たならば

２９２：eci−mosiri

お前たちの国

２９３：toypoknasir

地獄

２９４：e−wenpoknasiri

お前の地獄

２９５：a−ekatta na

を私は投げ込むぞ

２９６：tero eraman ma

…わかって

２９７：cupkaunkur

チュプカウンクル

２９８：kewetahawe

の死体（？）

２９９：tunnas sanke

早く出せ

３００：tunnasno

早く

３０１：ku−tekehe

私の手

３０２：eci−omare

にお前たちは置け

３０３：somoki ko anakne

そうしないならば

３０４：poyyaunpe

ポイヤウンベ

３０５：tokoroka

？

３０６：hoski kane

先に

３０７：kueikaun wa

まさって（？）

３０８：eci−ronnu wa

お前たちを殺す

３０９：somo ki no

ことをしないで

３１０：ku−hosipi kuni

私が帰ると

３１１：eci−ramu ciki

お前たちが思うならば

３１２：ku−itak itak

私が言うことば

３１３：nuci ki wa

を聞いて

３１４：ku−ye a itak

私が言ったことば

３１５：koraci kane

のそのままに

３１６：sanniyo yan

考えなさい

３１７：ari an pe

という事

３１８：a−ecaranke

を私は談判した

３１９：awa ta suy

するとまた

３２０：repunkur kamuy

沖の人の神は
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３２１：kouracipo

その通りに（？）

３２２：ene kane

このように

３２３：a wa an ko

座っていると（？）

３２４：cupkaunkur

チュプカウンクル

３２５：kewe etaye

の死体（？）

３２６：u kani casi

金の砦

３２７：konkani casi

黄金の砦

３２８：a−omante na

私は送った

３２９：a−rayke okere

私は殺してしまった

３３０：nekonatake

どうしても（？）

３３１：a−kar ki wa

私はして

３３２：a−siknure ka

私は助けることも

３３３：eaykap kusutapne

できなかったので

３３４：u kani casi

金の砦

３３５：u kani sirkur

金の…

３３６：ae,kewetarire

？

３３７：a−kar ki na

私は作った

３３８：u tero eraman ma

わかって

３３９：hosipi kunak

戻ろうと

３４０：u ramu ki yan

思いなさい

３４１：oro wa ta suy

それからまた

３４２：acuppokkor poyyaunpe

…ポイヤウンベ

３４３：somo ek kuni ne

が来ないように

３４４：kewetawe a−kan na

…私は作った

３４５：ki rayokuskan

よくよく（？）

３４６：itak no ki wa

言って

３４７：i−korpare yan

ください

３４８：arino ta suy

と

３４９：repunkur kamuy

沖の人の神

３５０：koracipo

その通りに

３５１：u cis turano

泣きながら

３５２：i−koayamattaro

私に謝った

３５３：ki p ne kusu

そうするものだから

３５４：i ne wa an pe

そのこと

３５５：a−ehetce wa

を私は承諾して（？）

３５６：hosippa−an wa

私は戻って

３５７：poyyaunpe oro ta

ポイヤウンベのところへ

３５８：tapne ne i

このようであること
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３５９：a−eusoytak awa

を私は語り合うと（？）

３６０：i−y−asinke ko anak

私を出すならば（？）

３６１：somo iruska

怒らない

３６２：somo a−tuypa

切らない

３６３：ki kuski na

つもりだ

３６４：asinke kuni p

出すべきもの

３６５：tunnasno

早く

３６６：a−kotanuhu

私の村

３６７：a−uncise ta

私の家に

３６８：hosipi

戻る

３６９：ek kunine

来るように

３７０：a−ehuye na

私は待つぞ

３７１：arino ta suy

と

３７２：poyyaunpe

ポイヤウンベ

３７３：itak ki wa

は言って

３７４：a−eramusinne

私は安心した

３７５：arki−an wa

私は来て

３７６：a−un cise ta

私の家に

３７７：okay−an ciki

私がいると

３７８：a−ye manu

人が言う（？）

３７９：kewetay tura

死体とともに（？）

３８０：cupkaunkur

チュプカウンクル

３８１：ray ramaci

の死んだ霊魂

３８２：hosipi ki wa

が戻って

３８３：u arke ka suy

？

３８４：i oro wano

それから

３８５：aynu kotan

人間の村

３８６：anakne

は

３８７：repunkur utar

沖の人たち

３８８：u sitoma kusu

を恐れて

３８９：somo

ない

３９０：tumikor kuni

戦うよう

３９１：a−eesere

私は説得した（？）

３９２：ki ciki wa

そうして（？）

３９３：okay−an oro wa

私はいて、それから

３９４：cupkaunkur

チュプカウンクル

３９５：kawarihi ne

の代わりに

３９６：a−potekpake

私の息子に（？）
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３９７：aputa kotan

虻田の村を

３９８：a−esapanere

私は治めさせる

３９９：ki kusutap

ように

４００：a−esanniyo

私は考えた

４０１：ki wa oka−an

そうして私はいた

４０２：ayneno

あげく

４０３：aeya,yaynu−an ko

私が考えると

４０４：teeta ot ta

昔

４０５：mosirkar−an ko

私が国を造った時

４０６：u kani ruyka

金の橋

４０７：a−kor a ruyka

私の橋

４０８：a−kor a sirkur

私の…

４０９：nupuri kurka

山の上を

４１０：a−esikarire

私は見回した

４１１：i ni ki wa

そうして

４１２：okay−an oro wa

私はいてそれから

４１３：a−hotanukar ka suy

私が様子を見に（？）

４１４：paye−an ki wa

私は行って

４１５：to kor kamuy ne yakkayki

湖の神にも

４１６：a−koytak wa

私は話して

４１７：u rap−an oro wa

私は降りてそれから

４１８：a−kor a tuci

私の槌

４１９：a−kor a nomi

私の鑿を

４２０：a−hotanukar kusu

私は様子を見に

４２１：u rap−an ki wa

私は降りて

４２２：inkar−an ko

私が見ると

４２３：ko nep ikka kamuy

どんな盗人の神が

４２４：ikici ruwe

そうしたのか

４２５：ru he kayki

跡が（？）

４２６：cisiturire

伸びている

４２７：yakkayki

けれど

４２８：kamuy eywanke p

神が使ったものは

４２９：ene a−kari

どうしよう

４３０：oararisam

もなかった

４３１：ari ikici kor

そうして（？）

４３２：hosippa ru he

戻った（？）

４３３：yaykoytak

独り言を

４３４：kici kane

しながら
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４３５：a−eminare suy korowa

私はおかしくなった（？）

４３６：pirka ota

きれいな砂

４３７：pirka hekota

？

４３８：at kurkasike

集まる上を

４３９：a−kus ki wa

私は通って

４４０：iwaya ko

岩屋

４４１：iwaya

岩屋

４４２：teeta ot ta

昔

４４３：a−kar a

私が造った

４４４：suma cise

岩の家が

４４５：nisasnu ruwe

健在であるのを

４４６：a−nukar kusu

私は見たので

４４７：iwaya ot ta

岩屋に

４４８：u arki−an ma

私が来て

４４９：inkar−an ko

私が見ると

４５０：usayne kane

なんとまあ

４５１：a−kar a cise

私が造った家に

４５２：poro apa o

大きな入口が開

４５３：u ki wa ta suy

いて

４５４：sisam ot ta

和人において

４５５：u rekor katu

名付けるのは

４５６：u kannon san

観音様

４５７：arino ta suy

という

４５８：u rekor kamuy

名前を持つ神様が

４５９：i ne wa cise

その家を

４６０：epunkine wa

見守って

４６１：okay siri

いる有様

４６２：a−nukar kor

を私は見つつ

４６３：hosippa−an kusu a−ye haw an.

aakowai

私は戻ったので私が言う話だ。

ああ、こわい （疲れた）。

４６４：oro wa ta suy

それから

４６５：iwaya mosir

岩屋島

４６６：iwaya cis

岩屋岩

４６７：oro wano

のところから

４６８：hosippa−an kusu

私が戻ろうと

４６９：u arki−an ayne

私が来てとうとう

４７０：aputa kotan

虻田の村

４７１：ikurkasike

その上
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４７２：kotan enka

村の上を

４７３：a−kus ki wa

私が通って

４７４：siruwanpare

見回すことを

４７５：a−kici

私はした

４７６：ayneno

あげく

４７７：arki−an kor

私が来つつ

４７８：u kanto or un

天へ

４７９：u arki−an ayne

私が来てとうとう

４８０：kanto apa

天の戸口

４８１：koehanke

近くに

４８２：apa kari

戸口から

４８３：a−un cise

私の家の

４８４：kurkasike

上を

４８５：a−uwanpare

私は見回した

４８６：inkar−an ko

私が見ると

４８７：ko nep tapne

何かが

４８８：cise kur...

家の…

４８９：u cise parka

家の天井

４９０：u cise kitayke

家の屋根

４９１：hemanta an pe

何かが

４９２：iki siri

やっている有様を

４９３：a−nukar ki kor

私が見つつ

４９４：kanto apa kari

天の戸口から

４９５：ahup−an

私は入った

４９６：inkar−an ko

私が見ると

４９７：usayne kane

なんとまあ

４９８：hemanta

何かが

４９９：sapaha patek

頭だけを

５００：hetarara wa

もたげて

５０１：a−uwanpare

私は見回した

５０２：inkar−an awa

私が見ると

５０３：tapan poro tokkoniw

とても大きなマムシが

５０４：cise kurka

家の上

５０５：cise okari

家のまわりを

５０６：poro netopake

大きな体が

５０７：cise

家

５０８：cise parka

家の天井を

５０９：koyupnatara

締め付けている
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５１０：ouse sapa

まさしく頭が

５１１：ouse paro

まさしく口が

５１２：u pasapasa

大きく開閉している

５１３：ikici ki siri

そうしている有様を

５１４：a−nukar wa

私は見て

５１５：wenkinrane

激怒が

５１６：i−kohetari

私に起こった

５１７：a−kocorawki

私は攻撃した

５１８：a−ramkopastep

私の神刀を

５１９：a−osawtekka

私は抜いた

５２０：penrekuci

首を

５２１：a−tuye kusu

私は切ろうと

５２２：iki−an awa

私がすると

５２３：take po ta suy

？

５２４：poro tokkoniw

大きなマムシ

５２５：u ne rok pe

であったもの

５２６：urar kurka

霧の上

５２７：urar ruyka

霧の橋

５２８：kurkasike

の上に

５２９：ehorari ya

いるのか

５３０：too hopuni

ずっと向こうへ飛んだ

５３１：rera maw ne

風になって

５３２：too hosipi

ずっと向こうへ帰った

５３３：hosipi kurka

帰るのを

５３４：a−uwanpare

私は見守った

５３５：inkar−an ko

私が見ると

５３６：nekon ne yakka

どうしても

５３７：nekon ne yakka

どうしても

５３８：osi a−uwanpare

後ろを私は見守った

５３９：iki−an ciki

私がそうすると

５４０：tan nupuri

この山

５４１：nupuri kurka

山の上に

５４２：ehopuni wa

いて

５４３：kuripanpanke

影がだんだん薄くなって

５４４：inkar−an ko

私が見ると

５４５：iyoyamokte

不審に思うことを

５４６：a−ki wa kusu

私はしたので

５４７：a−un cise ta ka

私の家でも
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５４８：u, a−urarire．．．a−urarihi

私の霧の

５４９：kurkasike

上に

５５０：a−ehopuni wa

私はいて

５５１：ne wa an kamuy

その神が

５５２：atuy no

海の

５５３：u to noski epa kuni

湖の真ん中に到着すると

５５４：a−ramu i ta

私が思った時に

５５５：paye−an ayne

私は行ってとうとう

５５６：teeta ot ta

昔

５５７：arki−an ma

私が来て

５５８：a−nukar koraci

私が見たとおりに

５５９：to oskehe

湖の中

５６０：u an ruwe ne ko

いたのであったが

５６１：ko nep wen kamuyehe

何の悪い神が

５６２：u arki ki wa

やってきて

５６３：ene ikici

こんな仕業

５６４：ne nankora

であるのだろう

５６５：nupuri o

山のある

５６６：toho noski

湖の真ん中を

５６７：a−uwanpare

私は見回した

５６８：inkar−an ko

私が見ると

５６９：to kor kamuy

湖の神が

５７０：ene ikihi

する有様は次のようだった

５７１：pasa pasa

口を開閉するのを

５７２：a−nukar oro wa

私は見てから

５７３：u yaynu−an ko

私が思うのは

５７４：ko nep wen kamuyehe

何の悪い神が

５７５：u arki ki wa

やって来て

５７６：to kor kamuy

湖の神を

５７７：ukurare ya

？

５７８：siruwanpare

あたりを見回すことを

５７９：a−ki kusu

私はするために

５８０：to okari

湖のまわりを

５８１：a−okari wa

私はめぐって

５８２：inkar−an ko

私が見ると

５８３：iwan kanto

六つの天

５８４：no iwan kanto

六つの天

５８５：kanto or wa

天から
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５８６：hemanta an pe

何かが

５８７：situri ruwe

伸びているのを

５８８：a−nukar ciki

私が見ると

５８９：no iwan kanto

六つの天を

５９０：esapane kamuy

治める神

５９１：to kor kamuy

湖の神が

５９２：homature kusu

驚かすために

５９３：irara kusu

悪事を行うために

５９４：urarpa okay

？

５９５：too hosipi ki wa

ずっと向こうに帰って

５９６：a−nukar ciki

私が見ると

５９７：to kor kamuy

湖の神に

５９８：a−koypisi

私が尋ねた

５９９：iki−an awa

私がそうすると

６００：ene hese paha

そのように息をする息を

６０１：a−nu katu

私が聞いた中身は

６０２：ene okay

次のようだった

６０３：iwan kanto

六つの天

６０４：kanto or un

天へ

６０５：u kamuy

神が

６０６：u arki ki wa

来て

６０７：ene itaki

こう言った

６０８：u tewano

これから

６０９：tanto anak

今日は

６１０：a−esapane na

私が治めるぞ

６１１：hokure hosipi

早く帰れ

６１２：e−kor kotan kar kamuy

お前の国造り神が

６１３：kosanniyo wa

考えて

６１４：u,e,arkiri ciki yan ari

？

６１５：arino ta suy

と

６１６：no iwan kanto

六つの天

６１７：kanto or un kamuy

天にいる神が

６１８：itakci wa kusu

言ったので

６１９：paye−an awa

私が行くと

６２０：mosir kar kamuy

国土を造る神は

６２１：ouse katkemat patek

ただ奥さんだけが

６２２：cise oske ta

家の中に

６２３：an wa kusu

いたので
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６２４：ene hawki−an i ka isam wa kusu

どう私が言うこともできなかったので

６２５：cise kurka

家の上に

６２６：a−erok wa

私はいて

６２７：okay−an rapok ta

私がいる間に

６２８：hosipi ruwe

戻ったということ

６２９：ne haw’an ko

である話であって

６３０：homatu ruy pe

ひどく驚いた者で

６３１：a−ne kusu

私はあったので

６３２：ari hawki kuni

そう言うのが

６３３：a−sitoma kusu

私は恐ろしいので

６３４：a−kot to ne kusu

私の湖であるので

６３５：ka..oro wa no

それから

６３６：a−esapane

私が治める

６３７：nupuri or un to an

山の湖がある

６３８：kamuy a−ne kusu

神で私はあるので

６３９：hosippa−an ko

私が戻ったら

６４０：no iwan kanto un kamuy

六つの天の神が

６４１：ramusarakka

心配して（？）

６４２：mina hawe

笑う声が

６４３：tesesatki

響いた

６４４：a−nu humi

私が聞いた音は

６４５：ene okay

次のようだった

６４６：kanto...

天

６４７：kotan kar kamuy

村造りの神

６４８：nekon rayne（？）

どうして（？）

６４９：kanto or un kamuy

天にいる神

６５０：nekona take

どうして

６５１：sinrarire

？

６５２：u ki ruwe

したことを

６５３：a−nukar kusu

私は見たので

６５４：arki−an wa

私が来て

６５５：a−homature

私が驚かせた

６５６：u an wa

？

６５７：eysokor kusu

信用したので

６５８：yaykirare

逃げた

６５９：kanto or un kamuy

天にいる神が

６６０：cise ka ta

家の上に

６６１：sihokarire

とぐろをまいて（？）
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６６２：an ruwe

いるのを

６６３：a−nukar oro wa

私はみてそれから

６６４：hosippa−an kusu

私は戻ったので

６６５：tewano anak

これからは

６６６：anno an irara

あのような悪事

６６７：anno an, oya itak

あのような嘘を

６６８：a−somoki na

私はしないぞ

６６９：arino ta suy

と

６７０：itakci ki kor

言いながら

６７１：no iwan kanto

六つの天

６７２：kotan kurka

村の上

６７３：u kanto or un

天へ

６７４：hosippa ki na

戻った

６７５：ari an pe

ということ

６７６：to or un kamuy eysoytak wa a−nu kusu iranmokte kamuy usayne

湖の神が物語ったのを私は聞いたので悪戯な神がいろいろに

６７７：ikici kusu, e−katcak kusu e−yaykirare ruwe ne wa kusu,

やるので、お前は能力がないのでお前は逃げたのであったので

６７８：tewano iteki,tapne an kamuy ikici yakka, e−maketaro an somoki

これからは決して、こんな神がそうしてもお前が負けることはない

６７９：nankor, somoki na. iteki yaykirareno pirkano to esapane

だろう。ないぞ。決して逃げないでよくよく湖を治めることを

６８０：e−ki kustap siran na.

お前はするのだぞ

３．２．英雄叙事詩テキスト注釈

参考文献から形式を引用する際、便宜的に表記を簡略化したり、一部を省略する場合がある。詳

しくは原文を参照されたい。

１行目：録音の途中のようにも聞こえ、語の一部

である可能性もあるが、暫定的にこう解釈し

た。なお、以下２６１行目までが「テープ番号

８９７３６」の一番目の録音音声によるものである。

２行目：句頭に［e:］という音声が聞こえる。

３行目：実際の発音は［aruki］に近い発音。

４行 目：田 村（１９９６：６１０）に「kamuy sasini 神

の子、神の世継ぎ、神の子孫」とある。tapne

は意味、機能がよくわからない要素であるが、

千 歳 方 言 に teta tapne e−rewsi yakne pirka

ruwe ne wa．という例があり、「ここでこそ、

お前は泊まるといいのだぞ。」という、強調の

意味と解釈される例があるので、ここでもひと

まずそれに従っておく。
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５行目：su は［�u］のような発音。

７行目：句頭で［am］といいよどんでいる。suke

の su は［�u］。

９行目：［ae］といいよどんでから、uhetcere の

ように言っている。

１０行目：ki の後、録音が一時途切れているよう

に聞こえる。

１２行目：su は［�u］のような発音。

１３行目：oro ta は「そこに」という意味かもし

れない。

１４行目：不明の個所。要検討。

１７行目：su は［�u］のような発音。

１８行目：kusu ne は［ �ku ene］のような発音。

１９行目：不明の個所。要検討。

２０行目：句頭で［ure］といいよどんでいる。

２２行目：so は［�o］のような発音。

２４行目：su は［�u］のような発音。

２５行目：su は［�u］のような発音。

２８行目：so は［�o］のような発音。

３０行目：この形式はほとんど常に［inewaan］の

ように発音されているが、稀に newa an とい

う形で現れることがあるので、i は形式の一部

ではないと考えてこのように表記した。

３７行目：［karaan］のような発音。

３８行目：usayne という形式は、千歳方言では toan

kur usayne usayne sunke，sunke a sunke a

kor omanan yakaye wa．．．「あの人あれやこれや

と嘘ばかり言って歩いているそうで…」のよう

に、「あれこれ」のような意味で用いられるが

この文脈には合わないようである。仮に「なん

とまあ」のような感嘆の表現として訳したが要

検討。

４３行目：不明の個所。要検討。

４６行目：音声が不明瞭であり、iyoski という形式

である可能性も絶対ないとは言えない。要検

討。

４８行目：この行は節を付けずに語られている。so

は［�o］。このあと、男性が「これで終わり？」

と言ったのに対して、遠島氏が「うん」と答え

ている。すると男性が「あー」と言っている。

そのあと、一時録音が中断し、「お願いしまし

ょう」という音声の後、いったん音声が途切れ

る。その後、再び遠島氏が「今ゆったの tuki

（アクセントは HL）だ。嫁もらったとこゆっ

たね」と言うと、男性が「そう」と言っている。

４９行目：途中から音声が始まっている。あるいは

ine wa an tuki と言っている可能性あり。

５０行目：［aukorowa］のような発音。

５２行目：実際の発音では句頭に［ci］のような音

声が聞こえるが、ここでは特定の形式に該当す

るものとはみず、表記していない。

５３行目：su は［�u］のような発音。

５５行目：su は［�u］のような発音。

６５行目：音声が不明瞭であり、iyoski という形式

である可能性も絶対ないとは言えない。要検

討。

６６行目：su は［�u］のような発音。

７５行目：実際には［kondo］のような発音。

７７行目：実際には［usaraketa］のような発音。

８０行目：su は［�u］のような発音。

８２行目：nankurkasi のあとに a という音声が入

っている。

８３行目：句頭に短く a という音声が入ってい

る。

８８行目：末尾で激しく咳こみ、そのあと録音一時

中断。

８９行目：実際には［kamujnejampe］のような発音。

９０行目：実際の発音は［itaki］。また、i のあと iyo

という音声が聞こえる。

９２行目：録音が明瞭とは言えないため、yay-

moysak という形式である可能性もないわけで

はないが、暫定的にこのように解釈した。

９３行目：su は［�u］のような発音。

９４行目：意味的には cise ot ta kayki「家にも」

のような形式が来る個所と思われるが不明。要

検討。
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９６行目：久保寺（１９９２：２５２）に「shiroma 心和

やかなる、平和の」とある。

９８行目：服部（１９６４：１００）に、帯広方言の形式

として、siruwe「るす番する」とある。

９９行目：su は［�u］のような発音。

１０１行目：実際には［arinojambe］のような発音。

１０３行目：so は［�o］のような発音。

１０６行目：su は［�u］のような発音。

１０８行目：不明の個所。千歳方言には kurkasike

itakomare「～しながら言葉を述べる」という形

式があり、この場合も「相手が言葉述べている

間、それに対して礼拝した」という意味を表し

ているものか。要検討。

１１１行目：句末に咳。、

１１６行目：句末に咳払い。

１１７行目：この部分節なし。実際には、suy は［�

uj］、itak ka は［itakaa］のような発音。

１１８行目：この後に続けて「今度あの、kotan kar

kamuy ものいうんだよ。これからね」、と話し

手が言うと、「うんうん」と男性がうなずく声

が入っている。

１２０行目：su は［�u］のような発音。akusu は kusu

かもしれない。

１２３行目：su は［�u］のような発音。

１２６行目：実際の発音では、ako と発音してから

言いよどんでいる。kohekarire は不明の形式。

要検討。

１２８行目：su は［�u］のような発音。

１３０行目：ehokarire は不明の形式。要検討。

１３２行目：不明の形式。要検討。

１３４行目：実際には retarurar のように続けて発音

されている。

１３５行目：［retararujka］のような発音。なお［ｒ］

は便宜的な表記（以下同様）。

１３８行目：不明の形式。要検討。

１３９行目：［ikijannajne］のような発音。この後に

咳払い。

１４０行目：so は［�o］のような発音。

１４１行目：不明の個所。要検討。あるいは somo

aynune「人間ではない」のような形式があり、

それに該当するものか。

１４２行目：不明の個所。要検討。

１４９行目：su は［�u］のような発音。

１５０行目：千歳方言には sirarekaycis という形式

があり、人の背丈ほどもあるような大きな岩の

ことを指すという。あくまでも推測だが、千歳

方言では ekay が「先端が折れた」という意味

であることを考えると、ekay cis は、「先端が

折れて平坦になっている岩崖」のような意味の

形式ではないだろうか。

１５７行目：実際の発音でははっきり聞こえない

が、a−esapane「私が治める」であろうか。

１５９行目：不明個所。或いは toonta usa「あそこ

でも」か。

１６０行目：su は［�u］のような発音。

１６３行目：末尾に咳払い。

１６６行目：su は［�u］のような発音。

１６７行目：su は［�u］のような発音。

１７１行目：su は［�u］のような発音。

１７２行目：末尾に咳払い。

１７８行目：末尾に、「やっぱりこれあれだねもね、

これいうくらいだから、いくらか思っているん

だね。忘れられないふうだわ。」と話し手が言

って笑うと男性が、「ああそうか。」と言って笑

っている。

１７９行目：su は［�u］のような発音。

１８０行目：不明の個所。要検討。

１８７行目：音声不明瞭。okay−an ayne の可能性も

ある。

１９１行目：su は［�u］のような発音。

１９３行目：ここの「私」が誰なのか、前後からみ

て「国造りの神」とするには若干不整合なよう

にも思われる。要検討。受け身とすべきか。

１９４行目：実際の発音は［abuta］のような発音（以

下同様）。

１９９行目：su は［�u］のような発音。
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２０３行目：実際の発音は［ �akora t i］に近い発音。

２０６行目：不明の個所。要検討。実際の発音は

［ikiaraani］に近い発音。

２１２行目：実際の発音は［auampare］に近い発音。

２１６行目：実際には句頭で ukoと言いよどんでいる。

２１８行目：su は［�u］のような発音。

２１９行目：［�i karaanwa］のような発音。

２２０行目：［okajan’awa］のような発音。

２２４行目：実際の発音は［kosan’a］に近い発音。

２２６行目：su は［�u］のような発音。

２２８行目：不明の個所。千歳方言に at「（鳥など

が）群れる」という形式があるので、あるいは

それに該当するものか。

２３３行目：su は［�u］のような発音。

２３４行目：実際は［ �iru kajanwa］のような発音。

２３５行目：末尾に咳払い。

２３７行目：句末の un は不詳。要検討。

２３８行目：不明の個所。要検討。あるいは、a−po

a−tuye wa「私の息子が切られて」のような形

式に該当するものか。

２４０行目：実際には［isamka］のような発音。

２４５行目：不明の個所。実際には［ �enejat iki］の

ような発音。あるいは e−ne a ciki「お前がで

あったならば」のような形式か。

２４９行目：su は［�u］のような発音。

２５７行目：句頭で si と言いよどんでいる。

２５９行目：実際には［pajejan］のような発音。

２６２行目：この行から「テープ番号８９７３６」の二つ

目の録音音声に入る。

２６９行目：不明の個所。要検討。

２７３行目：不明の個所。要検討。

２８０行目：不明の個所。tero は不明だが、epa ko

anakne「着けば」（?）と解釈すべきかもしれない。

２８２行目：句頭で uko と言いよどんでいる。park-

esne は不詳。要検討。

２８４行目：この個所発音不明瞭。要検討。

２８５行目：句頭で po と言いよどんでいる。不明

の個所。要検討。

２８８行目：不明の個所。要検討。

２９５行目：千歳方言に cip or a−ekatta「舟の中に

投げ込む」という例がある。前後関係から考え

て、「お前たちの国を私は地獄に投げ込むぞ」

という意味なのであろうか。

２９８行目：不明の個所。久保寺（１９９２：１２８）に

「kewetara むくろ」とあるが、これに該当す

る形式である可能性もある。

３００行目：末尾で咳こんでいる。

３０５行目：不明の個所。要検討。

３０７行目：不明の個所。田村（１９９６：１６３）に「eykaun

他よりまさる」とあるが、これと関連がある

か。

３０８行目：このままでは不明の個所。あるいは、eci

−ronnu−an「私がお前たちを殺す」に該当する

ものか。

３１２行目：このままでは不明の個所。ku− という

形式が口承文芸に現れるのは例外的と思われる

ので、別の解釈が必要かもしれない。

３１３行目：このままでは不明の個所。前後関係か

ら考えて「お前たちが」を意味する eci− があ

るべきところ。別の解釈が必要か。

３１９行目：su は［�u］のような発音。

３２１行目：koracipo のような形式かもしれない。

３２３行目：文脈に合わない。別の解釈が必要かも

しれない。

３２５行目：kewetara「死体」か。２９８行目の注参照。

３２８行目：aho と言いよどんでいる。「～へ」に当

たる要素がないので、別の解釈が必要かもしれ

ない。

３３０行目：不明の個所。take は不詳の形式。ある

いは日本語の「だけ」か。

３３３行目：su は［�u］のような発音。

３３５行目：不明の個所。要検討。

３３６行目：不明の個所。要検討。

３３８行目：tero は不明の形式。

３４１行目：su は［�u］のような発音。

３４２行目：千歳方言の cuppok「西」と関連あるか。
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３４４行目：kewetawe は不明の形式。要検討。

３４５行目：不明の個所。rayokuskan は千歳方言で

「丁寧に」に当たる形式。

３４６行目：no は疑問のある個所。itakno「よくし

ゃべる」のような形式である可能性もあるが、

要検討。

３４８行目：su は［�u］のような発音。

３５１行目：末尾で咳こんでいる。

３５３行目：su は［�u］のような発音。

３５４行目：実際には［inewajambe］のような発音。

３５５行目：ehetce は不明の形式。千歳方言の hetce

「合いの手を入れる」と関連あるか。

３５８行目：金成（１９６４：３１９）に「tapne ne−i 斯う

斯うであることを」とある。

３５９行目：eusoytak はこれまでのところ実証でき

ない形式。要検討。実際には［aeussojtakkawa］

のような発音。

３６０行目：不明の個所。iyasinke はあるいは「賠

償を支払う」という意味の形式かもしれない。

３６１行目：iruska に人称が付いていないのは問題

かもしれない。要検討。

３６３行目：末尾で咳こんでいる。

３６４行目：asinke に人称がついていないのは問題

かもしれない。あるいは e−asinke kuni p「お

前が賠償すべきもの」のような形式に該当する

ものかもしれない。

３６５行目：実際の発音は nn だが、アクセントが

第一音節にあるため、朗唱にあたって臨時に重

子音的に発音されたものかもしれず、音韻論的

には tunasno とすべきものである可能性もあ

る。なお、末尾で咳こんでいる。

３７０行目：服部（１９６４：７０）に、八雲方言の形式

として ehuye「待つ」という形式が載る。

３７１行目：su は［�u］のような発音。

３７５行目：実際には［arikijanwa］のような発音。

３７８行目：不明の個所。要検討。

３７９行目：不明の個所。要検討。

３８３行目：不明の個所。要検討。su は［�u］の

ような発音。

３９１行目：千歳方言 ese「承諾する」の派生形 *e

−ese−re「～について～を承諾させる」と解釈

したが要検討。

３９２行目：不明の個所。要検討。

３９６行目：久保寺（１９９２：２７０）に「apotonoke，apo-

tekpake」という表現が見られるが訳は付いて

いない。仮にこう解釈したが要検討。

３９９行目：su は［�u］のような発音。

４０１行目：末尾の −an は不明瞭。要検討。

４０２行目：末尾で咳こんでいる。

４０５行目：実際には［ �mo irikaraan］のような発音。

４０７行目：実際には［akora］のような発音。

４０８行目：sirkur は不明の形式。要検討。

４１０行目：千歳方言 sikkarire「あたりを見回す」

の派生形か。要検討。

４１１行目：不明の個所。要検討。

４１３行目：ka suy は kusu「ために」かもしれな

い。要検討。

４１５行目：実際には句頭に ara のような音声が入

っている。

４２２行目：実際には［�i karaan］のような発音。

４３１行目：不明の個所。要検討。

４３５行目：不明の個所。a−emina rusuy「私はおか

しくなる」かもしれない。

４３７行目：不明の個所。

４４０行目：ko は不明。

４４４行目：su は［�u］のような発音。

４４８行目：実際には［uwarukejamma］のような発

音

４４９行目：実際には［�i karan］のような発音。

４５１行目：実際には［akara］のような発音。

４５３行目：su は［�u］のような発音。

４５６行目：梅原（２００９：１６７）によれば、現在、北

海道伊達市有珠町善光寺が所蔵する、いわゆる

円空仏の観音像の背面には「うすおく乃いん小

嶋」の文字が刻まれているが、この観音像は、

寛政１１（１７９９）年に幕吏松田伝十郎が豊浦町礼

北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要 第１６号（２０１０年３月）

― 28 ―



文華から洞爺湖の中島（観音島）に移したもの

を、さらに戦後になってから盗難を恐れて本寺

へ移したものという。円空仏のような現実の要

素が反映されているとすれば、アイヌ口承文芸

としては大変ユニークな部類に属する。円空仏

が何かと地域の話題を集めていた、戦後間もな

い頃の世相が敏感に反映されている、というこ

となのであろうか。

４５７行目：su は［�u］のような発音。

４６３行目：a−ye は［ajje:］に近い発音 。「ああ、

こわい（疲れた）」という話者の声が入り、末

尾で録音中断の後、「そいじゃ三番目をお願い

しましょう。」という男性の声が入っている。

４６８行目：実際には［ �ho ippajan］のような発音。

４６９行目：実際には［uwarukejanajne］のような発

音。

４７９行目：実際には［uwarukejanajne］のような発

音。

４８０行目：kanto apa は「天窓」のことか。

４８１行目：金成（１９６１：８２）に「koehankeno ごく

近く」とある。

４８６行目：実際には［�i karan］のような発音。

４８８行目：末尾で言いよどんでいる。

５００行目：hetarara は不明の形式だが仮にこう解

釈した。

５０３行目：千歳方言 tokkoni「マムシ」。

５０７行目：末尾で咳こんでいる。

５１２行目：Batchelor（１９３８：３８２）に pasa−pasa ’to

open the mouth frequently’とある。

５１９行目：神成（１９５９：１２６）に、「osautekka 彼抜

き打ち」とある。末尾で咳こんでいる。

５２１行目：末尾で咳こんでいる。

５２２行目：実際には［ikijannawa］のような発音。

５２３行目：不明の個所。su は［�u］のような発

音。

５２６行目：この行は言い間違いか。

５３５行目：実際には［�i karaan］のような発音。

５３６行目：末尾で咳こんで一時録音中断。

５３７行目：この行以下、「テープ番号８９７３７」の録

音音声による。「はいどうぞ。」という男性の声

が最初に入っている。

５３９行目：実際には［ikijan］のような発音。

５４３行目：Batchelor（１９３８：２８２）に kuripanpan ’to

pass away（as shadow）’とある。kuripanpan

ike「影がだんだん薄くなって」の可能性もあ

る。

５４４行目：実際には［�i karaan］のような発音。

５４６行目：su は［�u］のような発音。

５５２行目：この後、「atuy noski でないでや。」と

言ってから咳こんでいる。

５５５行目：実際には［payejanajne］のような発音。

５５７行目：実際には［arukijamma］のような発音。

５６０行目：実際には［uwan］のような発音。

５６８行目：実際には［�i karaan］のような発音。

５７７行目：不明の個所。要検討。

５８２行目：実際には［�i karaan］のような発音。末

尾で咳こんでいる。

５９３行目：su は［�u］のような発音。

５９４行目：不明の個所。要検討。末尾で咳こんで

いる。

５９９行目：実際には［ikiannawa］のような発音。

６１４行目：不明の個所。要検討。

６１５行目：su は［�u］のような発音。

６１９行目：実際には［pajejannawa］のような発音。

６２１行目：ouse の後、咳こんでいる。

６２２行目：末尾に hawki−an のような音声が聞き

取れるが、要検討。

６３２行目：この行、音声不明瞭。要検討。

６３３行目：実際には［kasu］に近い発音。

６３４行目：この後、咳こんでいるため、一句分、

完全に聞き取り不能。

６３５行目：末尾で咳こんでいる。

６４１行目：Batchelor（１９３８：４１２）に ramusarak ’to

be troubled’とある。ramusarak wa「心配し

て」の可能性もある。

６４２行目：実際には［minna］のような発音。
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６４６行目：末尾で言いよどんでいる。

６４８行目：この行、発音不明瞭。要検討。

６５１行目：不明の個所。要検討。

６５３行目：末尾で咳こんでいる。

６５４行目：末尾で咳こんでいる。

６５６行目：不明の個所。要検討。発音不明瞭。

６６１行目：不明の個所。要検討。

６６４行目：実際には［ �ho ippajan］のような発音。

６６６行目：実際には［anirara］のような発音。

６６９行目：su は［�u］のような発音。

６７５行目：以下は節なしで語られている。

６７６行目：su は［�u］のような発音。

６７７行目：二回とも su は［�u］のような発音。

３．３．英雄叙事詩テキスト索引（不明の形式が多く同音異議の区別が不十分であることに注意）

a－ （１２７） ９,２３,２９,３１,３２,３３,３４,３６,４４,

４７,５０,５１,５３,５６,５８,６１,６４,６９,７９,８０,８２,９３,９７,１０６,

１０８,１１６,１１７,１２０,１２６,１３０,１３８,１４１,１４８,１５４,１６３,

１６４,１６９,１７４,１８３,１９３,１９６,２０３,２０８,２１２,２１８,２３２,

２３８,２３９,２５２,２５８,２９５,３１４,３１８,３２３,３２８,３２９,３３１,

３３２,３３７,３４４,３５５,３５９,３６２,３６６,３６７,３７０,３７４,３７６,

３７８,３９１,３９６,３９８,４００,４０７,４０７,４０８,４０８,４１０,４１３,

４１６,４１８,４１８,４１９,４１９,４２０,４２９,４３５,４３９,４４３,４４３,

４４６,４５１,４５１,４６２,４６３,４７３,４７５,４８３,４８５,４９３,５０１,

５１４,５１７,５１８,５１９,５２１,５３４,５３８,５４６,５４７,５４８,５４８,

５５０,５５４,５５８,５６７,５７２,５７９,５８１,５８８,５９６,５９８,６０１,

６１０,６２６,６３１,６３３,６３４,６３６,６３８,６４４,６５３,６５５,６６３,

６６８,６７６

a （７） ３１４，４０７，４０８，４１８，４１９，４４３，４５１

a （２） ７９，３２３

aakowai（１） ４６３

acuppokkor （１） ３４２

ae （２） １８３，３３６

aeya （１） ４０３

ahup （１） ４９５

akusu （１） １２０

−an （６３） １１,３７,４８,４８,５４,５７,８７,１１８,１２１,

１３９,１７５,１７６,１８２,１８７,２０４,２０６,２０７,２１９,２２０,２３４,

２５９,２６４,２８３,３５６,３７５,３７７,３９３,４０１,４０３,４０５,４１２,

４１４,４１７,４２１,４２２,４４８,４４９,４６３,４６８,４６９,４７７,４７９,

４８６,４９５,４９６,５０２,５２２,５３５,５３９,５４４,５５５,５５７,５６８,

５７３,５８２,５９９,６１９,６２３,６２４,６２７,６３９,６５４,６６４,

an （３３） ２４,２６,３０,４８,４９,５９,６３,７１,７６,８１,

８４,８９,９５,１０１,１０２,１１０,１１２,３１７,３２３,３５４,４６３,４９１,

５５１,５６０,５８６,６３７,６５６,６６２,６６６,６６７,６７５,６７８,６７８

anak （９） ７４,９１,１０５,１１７,１１７,２２７,３６０,６０９,

６６５

anakne （５） ２４０，２８６，２９１，３０３，３８６

ani （１） ２０６

anno （２） ６６６，６６７

anokay （１） ２００

aokay （３） ７４，１０５，１１７

apa （４） ４５２，４８０，４８２，４９４

aputa （６） １９４，１９５，２２１，２７１，３９７，４７０

ari （６） １１２，３１７，４３１，６１４，６３２，６７５

arino （８） ２５,１０１,２４９,３４８,３７１,４５７,６１５,

６６９，

arke （２） ３，３８３

arki （１１） ７３,３７５,４４８,４６９,４７７,４７９,５５７,

５６２,５７５,６０６,６５４

arkiri （１） ６１４

as （１） ２２４

asinke （２） ３６０，３６４

at （１） ４３８

atuy （１） ５５２

awa （１０） ２０４,２１２,２２０,２３８,３１９,３５９,５０２,

５２２,５９９,６１９

ayne （４） ２５９，４６９，４７９，５５５

ayneno （２） ４０２，４７６

aynu （５） １，１４５，１４６，１６８，３８５

casi （４） １５３，３２６，３２７，３３４
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ciki （１０） ７０,８７,１６６,３１１,３７７,３９２,５３９,５８８,

５９６,６１４

cikuni （１） １６２

ciotta （１） ９４

ciruskane（１） ２７３

cis （５） １５０，１５１，１６１，３５１，４６６

cise （１９） ５５,１５２,１７３,３７６,４４４,４５１,４５９,

４８３,４８８,４８９,４９０,５０４,５０５,５０７,５０８,５４７,６２２,６２５,

６６０

cisturire （１） ４２６

cup （２） １２２，１２７

cupkaunkur （１０） １９２,１９７,２２２,２２５,２３１,

２８５,２９７,３２４,３８０,３９４

e－ （１４） ６,８,１４,１５,１８,２２,２４,９９,２９４,

６１２,６７７,６７７,６７８,６８０

e （１） ６１４

eaykap （２） ９７，３３３

ecaranke（１） ３１８

eci－ （１０） ２,５,２７５,２７６,２８３,２８６,２９２,３０２,

３０８,３１１

eesere （１） ３９１

ehetce （１） ３５５

ehokarire（１） １３０

ehopuni （２） ５４２，５５０

ehorari （３） ８３，１７４，５２９

ehorari （１） ８６

ehuye （１） ３７０

ek （４） １５，２９１，３４３，３６９

ekatta （１） ２９５

ekay （３） １５０，１５１，１６１

eminare （１） ４３５

ene （１３） ４２,９０,２０６,２１７,３２２,４２９,５６３,５７０,

６００,６０２,６０７,６２４,６４５

eneaciki（１） ２４５

enka （１） ４７２

enomi （１） １８３

eonkami（１） １０８

epa （２） ７０，５５３

epakasnu（１） １６９

epakoanakne （１） ２８０

epunkine（３） ５３，５６，４６０

eraman （４） ６０，２８４，２９６，３３８

eramante（１） １６４

eramusinne （１） ３７４

erok （１） ６２６

esanniyo（１） ４００

esapane （７） １５７，１９８，２３７，５９０，６１０，６３６，６７９

esapanere（１） ３９８

esikarire（１） ４１０

etaye （１） ３２５

euhetcere（１） ９

eusoytak（１） ３５９

eysokor （１） ６５７

eysoytak（１） ６７６

eywanke（１） ４２８

haw （１） ４６３

haw’an （１） ６２９

hawe （３） ４８，２５１，６４２

hawki （２） ６２４，６３２

he （２） ４２５，４３２

hekota （１） ４３７

hemanta（３） ４９１，４９８，５８６

hene （８） １１３,１６０,１６１,１６５,１６８,２０１,２０２,

２４６

hepuni （１） ２４１

heru （４） １７８，１７９，２１４，２１５

hese （１） ６００

hetarara （１） ５００

hi （１） ４２

hokarire（１） １３８

hokure （１） ６１１

homatu （１） ６３０

homature（２） ５９２，６５５

hopuni （１） ５３０

hosipi （１０） ６２,３１０,３３９,３６８,３８２,５３２,５３３,

５９５,６１１,６２８
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hosippa （８） ７２，３５６，４３２，４６３，４６８，６３９，６６４，６７４

hoski （１） ３０６

hotanukar（２） ４１３，４２０

hotuye （１） ２５１

humi （２） １１４，６４４

humihi （１） １１５

i－ （１３） ７,１７,２７,６７,１０３,１８６,２４６,２４８,

２５４,３４７,３５２,３６０,５１６,

i （１３） ８８,９０,１１３,１２５,１５８,１９０,３５４,３５８,

３８４,４１１,４５９,５５４,６２４

ihoski （１） ６５

iki （７） １１１，１３９，２０６，４９２，５２２，５３９，５９９

ikici （７） ２１７，４２４，４３１，５１３，５６３，６７７，６７８

ikihi （１） ５７０

ikka （１） ４２３

ikurkasike （１） ４７１

ikusa （１） ２１５

ikusu （１） １４２

ine （２） １３９，１８７

inea （１） ２２４

inkar （１２） ３７,２０７,２１９,４２２,４４９,

４８６,４９６,５０２,５３５,５４４,５６８,５８２

iranmokte （１） ６７６

irara （２） ５９３，６６６

iruska （４） ２３４，２７９，２９０，３６１

isam （３） ２３３，２４０，６２４

isokootta（１） ２８８

isoytak （２） ２８，４８

itak （９） ９０,１０７,１１７,３１２,３１２,３１４,３４６,

３７３,６６７

itakci （２） ６１８，６７０

itaki （１） ６０７

iteki （２） ６７８，６７９

iwan （７） ５８３，５８４，５８９，６０３，６１６，６４０，６７１

iwaya （５） ４４０，４４１，４４７，４６５，４６６

iyepekici（１） ２６９

iyoyamokte （１） ５４５

ka （９） ９６,９７,１１７,１４６,３３２,３８３,４１３,６２４,

６３５

ka （５） １５１，２４６，２６１，５４７，６６０

kamuy （４６） ３,２６,３９,５５,６３,７１,７６,８１,８４,８９,

１０２,１１０,１１９,１２２,１２７,１４９,１５０,１７７,１７８,１７９,２４４,

２８２,３２０,３４９,４１５,４２３,４２８,４５８,５５１,５６９,５７６,５９０,

５９１,５９７,６０５,６１２,６１７,６２０,６３８,６４０,６４７,６４９,６５９,

６７６,６７６,６７８

kamuyehe （２） ５６１，５７４

kan （２） １４８，３４４

kane （８） ３８，２５８，３０６，３１５，３２２，４３４，４５０，４９７

kani （４） ３２６，３３４，３３５，４０６

kannon （１） ４５６

kanto （１７） ４７８,４８０,４９４,５８３,５８４,５８５,５８９,

６０３,６０４,６１６,６１７,６４０,６４６,６４９,６５９,６７１,６７３

kar （１３） ４１,１１９,１５４,２４４,２８３,２８６,３３１,

３３７,４４３,４５１,６１２,６２０,６４７

kari （３） ４２９,４８２,４９４

kasike （１） ２６３

katcak （１） ６７７

katkemat（１） ６２１

katpe （１） ２２８

katu （５） １４７,１６３,２０７,４５５,６０１

kawarihi（１） ３９５

kayki （２） ９４，４２５

kewe （１） ３２５

kewetahawe （２） ２８５，２９８

kewetarire （１） ３３６

kewetawe（１） ３４４

kewetay（１） ３７９

kewtum （１） ２６７

ki （６１） ８,１０,１４,１５,１８,２８,３１,３６,６０,６２,

６７,９７,９９,１０４,１５４,１７０,１８９,２０３,２０８,２４２,２４７,２４７,

２５２,２６４,２７３,２７９,２８４,２９０,２９１,３０９,３１３,３３１,３３７,

３４０,３４５,３４６,３５３,３６３,３７３,３８２,３９２,３９９,４０１,４１１,

４１４,４２１,４３９,４５３,４７３,４９３,５１３,５４６,５６２,５７５,５７９,

５９５,６０６,６５２,６７０,６７４,６８０

kici （４） ２４７，２５８，４３４，４７５

kinra （１） ２５３
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kitayke （１） ４９０

ko （３３） ３７,４０,１１１,１１７,１７６,１８２,１８５,２４０,

２５２,２７３,２８６,２９１,３０３,３２３,３６０,４０３,４０５,４２２,４２３,

４４０,４４９,４８７,４９６,５３５,５４４,５６０,５６１,５６８,５７３,５７４,

５８２,６２９,６３９

koayamattaro （１） ３５２

kocorawki （１） ５１７

koehanke（１） ４８１

kohekarire （１） １２６

kohetari （２） ２５４，５１６

koneru （１） １３２

Konkani（３） １５２，１５３，３２７

konto （１） ７５

koonkami （３） ２９，３４，５１

kor （１９） ６０,６２,１８６,２６７,４０７,４０８,４１５,４１８,

４１９,４３１,４６２,４７７,４９３,５６９,５７６,５９１,５９７,６１２,６７０

koraci （４） １１２，１１６，３１５，５５８

koracipo（１） ３５０

koranke （１） １９６

korci （２） １８０，２０３

korowa （１） ４３５

korpare （２） ２４８，３４７

kos （１） ４８６

kosan （１） ２２４

kosanniyo （１） ６１３

kosonte （２） １２４，１２９

kot （１） ６３４

kotan （１６） １１９,１９４,１９８,２１０,２２１,２３７,２４１,

２４４,２７１,３８５,３９７,４７０,４７２,６１２,６４７,６７２

kotanu （１） ２７５

kotanuhu（１） ３６６

kotarara （１） １８６

kotukitarara （１） ２７

kouracipo（１） ３２１

koypisi （１） ５９８

koysoytak （１） １０３

koytak （１） ４１６

koyupnatara （１） ５０９

ku （６） ３６，４５，３０１，３１０，３１２，３１４

kueikaun（１） ３０７

kunak （１） ３３９

kuni （９） ８,９２,１６７,３１０,３４３,３６４,３９０,５５３,

６３２

kunine （２） １３７，３６９

kunne （４） １１３，１２２，１２４，１２５

kur （２） １０７，４８８

kuripanpanke （１）５４３

kurka （７） ４０９，５０４，５２６，５３３，５４１，６２５，６７２

kurkasike（６） １３６，２１１，４３８，４８４，５２８，５４９

kus （３） １３７，４３９，４７３

kuski （２） ２８３，３６３

kustap （１） ６８０

kusu （４７） ５,１２,１８,２４,４８,５３,５５,６６,８０,９３,

１０６,１２３,１２８,１４９,１７９,１９１,２１８,２２６,２２８,２３３,２３６,

２６７,３５３,３８８,４２０,４４６,４６３,４６８,５２１,５４６,５７９,５９２,

５９３,６１８,６２３,６２４,６３１,６３４,６３８,６５３,６５７,６６４,６７７,

６７６,６７６,６７７,６７７

kusutap （２） ９９，３９９

kusutapne （１） ３３３

kutekehe（１） ３０１

ma （５） ２０，２９６，３３８，４４８，５５７

maketaro（１） ６７８

manu （１） ３７８

matkor （１） １４４

maw （１） ５３１

menoko （４） ７９，１０６，１１７，１２３

menokopo （１） ２０２

mina （１） ６４２

monrayke（１） １１５

mosir （４） １９５，２０９，４６５，６２０

mosiri （２） ２７６，２９２

mosirkar（１） ４０５

mun （１） １６５

na （１９） １５,１８,２８,１００,１５７,２１６,２６６,２８３,

２９５,３２８,３３７,３４４,３６３,３７０,６１０,６６８,６７４,６７９,６８０

nakka （４） ５８，１４３，１８４，２００
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nakoyankasu （１） ４３

nankon （１） １００

nankor （２） ２４２，６７９

nankora （１） ５６４

nankurkasi （２） ８２，８５

ne （６４） ２,５,１８,２４,２６,３０,５５,５９,６３,６６,

７１,７６,８０,８１,８４,８９,９３,１００,１０２,１０６,１１０,１１７,１２０,

１２３,１２８,１４１,１４５,１４６,１４９,１６２,１６６,１６７,１７８,１７９,

１９０,１９１,２０１,２０４,２２３,２２６,２２８,２２９,２３０,２３６,２５３,

３４３,３５３,３５４,３５８,３９５,４１５,４５９,５２５,５３１,５３６,５３７,

５５１,５６０,５６４,６２９,６３１,６３４,６３８,６７７

nekon （３） ５３６，５３７，６４８

nekona （３） ２４３，２７４，６５０

nekonatake （１） ３３０

nep （５） ２１，４２３，４８７，５６１，５７４

netopake（１） ５０６

ney （１） ４０

ni （１） ４１１

nisasnu （１） ４４５

no （１１） ２２,１４８,３０９,３４６,５５２,５８４,５８９,

６１６,６３５,６４０,６７１

nomi （１） ４１９

noski （２） ５５３，５６６

nu （４） １１６，６０１，６４４，６７６

nuci （２） ２５２，３１３

nukanrusuy （１） ２１８

nukar （１１） ６６,４４６,４６２,４９３,５１４,５５８,５７２,

５８８,５９６,６５３,６６３

nupuri （８） ２６０,２６１,２６２,４０９,５４０,５４１,５６５,

６３７

o （２） ４５２，５６５

oararisam（１） ４３０

oka （２） １１，４０１

okari （３） ５０５，５８０，５８１

okay （１７） ５７,８７,９５,１７５,１８１,１８７,２０４,２２０,

２６６,３７７,３９３,４１２,４６１,５９４,６０２,６２７,６４５、

okere （１） ３２９

okay （１） ２０１

okkayo （３） １２８，１９１，２２３

okunure （１） ４７

oman （１） １３３

omante （１） ３２８

omare （１） ３０２

onne （１） １７２

opas （１） ２４６

or （８） ４７８,５８５,６１７,６３７,６４９,６５９,６７３,

６７６

oro （３３） １３,３５,５０,５２,５６,５７,６８,７３,８８,

１０４,１０９,１１８,１２１,１５５,１５８,１７０,１７１,１９９,２３５,２５５,

２６８,２７０,３４１,３５７,３８４,３９３,４１２,４１７,４６４,４６７,５７２,

６３５,６６３

or （１） ６０４

osawtekka （１） ５１９

osi （１） ５３８

osisoun （１） ７８

oske （１） ６２２

oskehe （１） ５５９

osuke （１） １７

ot （５） ４０４，４４２，４４７，４５４，５５６

ota （１） ４３６

ouse （４） １１４，５１０，５１１，６２１

oya （１） ６６７

oyamokte（１） ２０８

p （５） ９２，２３７，３５３，３６４，４２８

pa （２） ２２９，２３０

paha （１） ６００

pakno （３） １１７，１３２，１７２

par （１） １７

parka （２） ４８９，５０８

parkesne（１） ２８２

paro （１） ５１１

parosuke（１） ７

pasa （２） ５７１，５７１

pasapasa（１） ５１２

patek （２） ４９９，６２１

paye （７） ５４，６８，２５９，２６４，４１４，５５５，６１９
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pe （１９） ２６,５９,６３,６６,７１,７６,８１,８４,８９,

１０１,１０２,１１０,３１７,３５４,４９１,５２５,５８６,６３０,６７５

penrekuci（１） ５２０

perosi （１） １９

parka （５） ４２，９８，２５６，４３６，４３７

pirkano （１） ６７９

po （２） ２０１，５２３

poho （１） １９０

pokor （１） １８９

pon （１） ２６２

poro （５） ２７７，４５２，５０３，５０６，５２４

potekpake （１） ３９６

potuye （１） ２３８

poyyaunpe （１２） １４０,１４３,１８８,２３５,２５０,

２７２,２７８,２８９,３０４,３４２,３５７,３７２

ramaci （１） ３８１

ramkopastep （１） ５１８

ramu （３） ３１１，３４０，５５４

ramusarakka （１） ６４１

rap （２） ４１７，４２１

rapok （１） ６２７

rauruke （１） ３３

ray （１） ３８１

rayke （３） ２３２，２３９，３２９

rayne （１） ６４８

rayokuskan （１） ３４５

re （１） ２３０

rekor （２） ４５５，４５８

rekore （２） １６３，１９３

repunkur（１１） １７７,１８４,２０９,２１０,２１３,２２７,２６０,

２６５,３２０,３４９,３８７

rera （１） ５３１

retar （３） １２９，１３１，１３５

retarurar（１） １３４

rikuruke（１） ３２

rok （１） ５２５

ronnu （１） ３０８

ru （２） ４２５，４３２

rura （２） １４，６７

ruwe （１０） ６５,２０４,４２４,４４５,５６０,５８７,６２８,

６５２,６６２,６７７

ruy （１） ６３０

ruyka （４） １３５，４０６，４０７，５２７

sake （１） ４１

san （１） ４５６

sanke （１） ２９９

sanniyo （１） ３１６

sapa （１） ５１０

sapaha （１） ４９９

sasini （１） ４

sihokarire（１） ６６１

siknu （１） ２８１

siknure （１） ３３２

sine （１） ４５

sineanpa（１） ２０５

sinen （１） ２２６

sinrarire （１） ６５１

sipini （２） ２５６，２５７

siran （１） ６８０

siri （３） ４６１，４９２，５１３

sirkur （２） ３３５，４０８

siroma （１） ９６

siruwanpare （２） ４７４，５７８

siruwante（１） １７６

siruye （１） ９８

sisam （１） ４５４

sitoma （２） ３８８，６３３

situri （１） ５８７

somo （１０） １４５,１４８,２４２,２６９,２８１,３０９,３４３,

３６１,３６２,３８９

somoanu（１） １４１

somoki （７） ２２，１１７，２８６，３０３，６６８，６７８，６７９

soyone （１） １１１

soyonpa（２） １１８，１２１

suma （２） １６０，４４４

surku （２） １６６，１６７
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suy （１９） ２５,４０,１１７,１７１,１９９,２４９,３１９,３４１,

３４８,３７１,３８３,４１３,４３５,４５３,４５７,４６４,５２３,６１５,６６９

ta （２２） １３,２３,７７,１５１,１５５,２０５,２３０,２６１,

２６３,３５７,３６７,３７６,４０４,４４２,４４７,４５４,５４７,５５４,５５６,

６２２,６２７,６６０

ta （１６） ２５,４０,４０,１７１,１９９,２４９,３１９,３４１,

３４８,３７１,４５３,４５７,４６４,５２３,６１５,６６９

take （３） ２４３，５２３，６５０

tan （１） ５４０

tane （１） ２８７

tanpe （１） １２

tanto （２） １３，６０９

tapan （２） ４８，５０３

tapne （６） ４，１０９，２３６，３５８，４８７，６７８

teeta （３） ４０４，４４２，５５６

teewano（２） １６，９１

tekehe （１） ３０１

tero （３） ２８０，２９６，３３８

tesesatki（１） ６４３

tewano （３） ６０８，６６５，６７８

to （１２） ４１５,５５３,５５９,５６９,５７６,５８０,５９１,

５９７,６３４,６３７,６７６,６７９

toho （１） ５６６

tokap （１） １２７

tokkoniw（２） ５０３，５２４

tokoroka（１） ３０５

too （３） ５３０，５３２，５９５

toontayus（１） １５９

toykoihoski （１） ４６

toypoknasir （１） ２９３

tu （１） ２２９

tuci （１） ４１８

tuki （４） ３０，４５，４９，１８２

tukiani （１） １８５

tukikor （１） １８２

tumi （２） ２２４，２５７

tumikor （１） ３９０

tunnas （１） ２９９

tunnasno（２） ３００，３６５

tura （１） ３７９

turano （１） ３５１

tuye （１） ５２１

tuypa （１） ３６２

uk （１） ５０

ukosapte（１） ２１６

ukoyki （１） ２１４

ukurare （１） ５７７

un （７） ６１，２３７，４７８，６０４，６１７，６３７，６７３

un （７） ３７６，４８３，５４７，６４０，６４９，６５９，６７６

uncise （２） ２３，３６７

uni （２） ６１，６１

unihi （１） ６９

upsorkasi（２） １５６，１７３

urar （４） １２５，１３１，５２６，５２７

urarihi （１） ５４８

urarire （１） ５４８

urarpa （１） ５９４

usa （１） １６５

usarke （１） ７７

usayne （４） ３８，４５０，４９７，６７６

usi （１） ２３０

utar （４） ２００，２１３，２６５，３８７

uwanpare（６） ２１２，４８５，５０１，５３４，５３８，５６７

uweraman （１） ２０

uyna （１） ３１

wa （６９） １４,２９,３０,３１,３６,４５,４８,４９,５９,６７,

７２,１４４,１５４,１５９,１７５,１８０,１８９,２０３,２０８,２１９,２２３,

２３２,２３４,２３９,２４７,２６４,２７９,２９０,３０７,３０８,３１３,３２３,

３３１,３４６,３５４,３５５,３５６,３７３,３７５,３８２,３９２,４０１,４１１,

４１４,４１６,４２１,４３９,４５３,４５９,４６０,４７３,５００,５１４,５４２,

５４６,５５０,５５１,５６２,５７５,５８１,５９５,６０６,６１３,６１８,６２３,

６２４,６２６,６５４,６５６,６７６,６７７

wa （２５） ３５,５０,５７,６８,７３,１０４,１０９,１１８,

１７０,１７１,１９９,２２１,２３５,２５５,２６８,２７０,３４１,３９３,４１２,

４１７,４６４,５７２,５８５,６３５,６６３

wano （６） ５２，８８，１２１，１５８，３８４，４６７
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wen （４） ２５３，２６７，５６１，５７４

wenkinrane （１） ５１５

wenpoknasiri （１） ２９４

y （１） ３６０

ya （５） ８３，１８３，２２９，５２９，５７７

yakka （５） ２，１６２，５３６，５３７，６７８

yakkayki（５） １３３，１８１，２７７，４１５，４２７

yan （５） ２４８，３１６，３４０，３４７，６１４

yani （１） ２８４

yaunkur （１） ２６８

yaykatanu （１） ２１

yaykirare（２） ６５８，６７７

yaykirareno （１） ６７９

yaykoan（１） ３９

yaykoytak （１） ４３３

yaymosak （１） ９２

yaynu （２） ４０３，５７３

ye （３） ３１４，３７８，４６３

yupi （１） ５８

yupihi （２） ６４，６９

yuptonoke （２） ６，４４

４．おわりに

本稿では、更科源蔵氏採録の虻田町遠島タネランケ氏による英雄叙事詩を分析し、その言語的特

徴について述べた。虻田方言は、未解明な部分も非常に多いが、アイヌ語の文法研究、方言研究に

おいて、興味深い種々の特徴を持つことは確実であり、今後も資料分析を積み重ねて、この方言の

解明に努めたいと考えている。
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A Text of a Heroic Epic of the Abuta Dialect of Ainu and Its Linguistic Characteristics �
SATO Tomomi

Summary：

The present paper contains the latter part of the text of a heroic epic transcribed from the re-

cording made by the late Prof．Genzo Sarashina，the former part of which has already been pub-

lished as Sato (2009). This text is very interesting in that we can find many historical real ele-

ments，place−names or events in it，such as the Abuta village or the Enku−butsu（a Buddha statue

carved by a famous vagabond priest Enku），although such a phenomenon is normally very rare in

the Ainu oral literature． In addition，this paper deals with a number of interesting linguistic charac-

teristics of the text．The main points are as follows． First，as has already been pointed out in

Sato (2009), this text includes many examples of special palatalization of ／s／ especially before ／u／，

which can be often found in the Japanese documents of the Edo era writing Ainu words（i．e.，it

may be an older phonetic feature）．Second， this dialect exhibits a peculiar use of the word siri

’view，situation’．Unlike the Chitose dialect，in which siri cannot be usually used with an expres-

sion of the so−called resultative state，but with an expression meaning imperfective，the Abuta dia-

lect allows siri to appear with an expression of the resultative（visible）state．This means that these

two dialects differ in an important grammatical feature： siri in the Chitose dialect slants toward an

expression for aspect，while siri in the Abuta dialect slants toward an expression for evidential，a

grammatical concept rather closer to modality． Finally， this text includes a characteristic lexical

item which proves that the Abuta dialect is closer to the Yakumo dialect to the west than the

Horobetsu dialect to the east： the words for ’to go out’are soyone （sg．），soyonpa （pl．）in the

Abuta dialect（cf．soyonne ／soyonpa ［Yakumo］，but soyne ［Horobetsu］）．

Key words ：

the Abuta dialect of Ainu，heroic epic，grammatical and lexical characteristics
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